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  
 Maker Movement Fuels Apps, Robots, And Internet Of Things 
http://www.forbes.com/sites/oracle/2014/05/29/maker-movement-fuels-apps-robots-and-internet-of-things 

 
 5 reasons the Maker Movement will drive the Internet of Things 

http://iotbusinessnews.com/2014/06/30/10043-5-reasons-the-maker-movement-will-drive-the-internet-of-things/ 
 
メイカームーブメントの特徴点 
 ＤＩＹ：  ビジネスに縛られない個人の自由な発想 
 デジタル製造機械： 製造の簡単化 
 インターネット文化： 個々人の限られた知識・予算・時間を結集した開発 

   オープンソースソフトウェア(OSS)コミュニティ開発手法 
 
ＩｏＴへの寄与 
1. 多様性と創造性 （個人の自由な発想） 
2. 試行錯誤の高速化 （デジタル製造・限られた時間・OSS開発手法） 
3. 制約回避の志向性 （自由な発想・限られた予算） 
4. 複雑さ排除の志向性 （限られた知識） 
5. サポートの継続性 （個人・コミュニティ・OSS開発手法） 

とそれが生むセキュリティ 

 
 

 
 

ＩｏＴにイノベーションを吹き込むメイカームーブメント 2016年12月14日 
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人材育成施策の概案 



 Physical computing means building interactive physical systems by 
the use of software and hardware that can sense and respond to the 
analog world 
 https://en.wikipedia.org/wiki/Physical computing 

 
 センサーによって取得される「物理量」情報の理解 

 
 取得した物理量情報を処理する「ソフトウェア・ロジック」の理解 
 プログラミング・クラウドでの情報処理の理解 
 物理法則の理解 等も含む 
 

 処理した結果を物理世界に反映させる「アクチュエーション」の理解 
 ロボットやビークルの駆動等だけでなく、 
 可視化(物理的存在としてのヒトへの応答)も含む 

 
 

IoTの基礎知識としての「フィジカルコンピューティング」 2016年12月14日 
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 IoTを支える電波（無線）に対する正しい知識 
電波利用によって広がるIoTの可能性 
電波利用によって懸念される問題点・注意事項 
電波利用のプラスとマイナスの両側面を「バランスよく」学ぶこと
が「より良い電波の利用」にとって不可欠 
 
その上で、 IoTによるイノベーションには、 
 電波で始まるIoTのフルスタックを理解し、 
  構想したアプリケーションを自ら開発できる力が必要 
 
懸念： 学習内容が、膨大・陳腐化 

 

   継承性がありIoTフルスタックの学習が容易な 
   整理・標準化された技術 

物理層(電波)からアプリケーションに至るフルスタックのIoT学習 
2016年12月14日 
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2016年12月14日 
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参考：http://ommf.iamas.ac.jp/ 

Ogaki Mini Maker Faire 12/3-4 




